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いちご栽培と

ロングの利用について

我国イチゴ作の主要作型であるハウス促成では，本ぽ

での栽培期間が 9 月下旬~5 月末頃まで、の長期間にわた

り，一般に収穫の始まりは12月下旬頃で，価格的に有利

な収穫期間は低温少日照の厳寒期である。したがって以

前から，肥培管理によってこの厳しい条件を克服して，

良品多収を得ょうとする試みが行われてきた。そして，

肥効の持続性，土壌の悪変防止および果実の品質向上な

どの目的から，しばしば有機配合肥料が使用されてき

7こ。

1. 促成栽培における「がく枯れ果」の発生

著者がイチゴに関する試験研究に取組み始めた昭和45

年頃， Iがく枯れ」としづ障害果の発生が，神奈川県内

の産地で問題となっていた。 Iがく枯れ果」の症状は，

出菅時に菅の外側を被っていたがく片だけが褐変枯死し

て，内側にかくれていたがく片は正常であり，収穫果で

は 1枚おきにがく片が褐変枯死しているように観察され

るので，商品価値を著しく損う障害である。 Iがく枯れ

果」の発生は多かん水後に発生することが多く，しばし

ば葉のチップパーン現象を伴っていることが多し、。発生

原因の究明と防止対策が要望され，一種の肥料障害であ

ろうと予測して試験に取組んだ。本症状は N02ガスの

接触実験で再現が可能であったので，多肥栽培と「がく

枯れ果」の発生について試験した結果が，第 1図に示す

とおりである。

品種は‘春香' を使用したが， 有機配合肥料:(4.5-

6. 5-4，~有機割合84%) の多量施用(窒素成分 5 kg/ a) 

によって，明らかに「がく枯れ果」の発生が顕著であっ
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た。土壌 pHを石灰 (20kg/a)と硫酸水 (50ppm)で

調整した結果，土壌 pHが高いことも発生を助長する傾

向が認められ， ビ、ニールトンネル内部に付着した露滴中

に， 2ppm 前後のN02が認められた。

「がく枯れ果」の多発した肥料区では，収量の低下が

みられた。原因としては， N02集積などによる根の障

害やガス化による窒素肥料分の逸散が考えられる。 CD

U窒素区は多肥栽培でも「がく枯れ果」の発生は少なく，

収量も多かったので，促成イチゴ用肥料として好適と思

われた。ここで注目すべきは液肥栽培区で，供試肥料と

して液肥源 (20-12-16)の1，000倍液を 3月末までに

6団施用し，その施肥量が標肥区の 2/5および多肥区

の1/5であるにもかかわず， Iがく枯れ果」は全く発

生せず，しかも最高に近い収量が得られたことである。

第{2'図に示すように，地温がハウス内でも 100C前後

まで低下する厳寒期には，硝化作用が著しく低下する。
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(1972.神奈川園試，品種‘春香， ) 

‘がく枯れ果'の発生と収量に及ぼす影響促成イチゴにおける肥料の種類，施肥量と土壇pHが，第 1図
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窒素施用最 pH

(高pH処理)

j夜肥栽培区(l.Okg/a)(6.7) 

有機配合標肥区(2.5kg/a)(6.3) 

有機配合多肥区(5.0kg/a)(6.3) 

CDU窒素多肥区(5.0kg/a)(6.2) 

CDU入有機多肥区(5.0kg/a)(6.2) 

(低pH処理)

j夜肥栽培区(l.Okg/a)(6.3) 

有機配合標肥区(2 . 5 kg / a) (6. 0) 

有機配合多肥区(5.0kg/a)(5.7) 

CDU窒素多肥区(5.0kg/a)(5.8) 

CDU入有機多肥区(5.0kg九)(5.9) 
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とくに，有機配合肥料で顕著であった液肥栽

培による多収効果は，硝化作用が低下する厳

寒期において，追肥効果が大きいことを証明

していると言えよう。促成イチゴの栽培指針

では， 12月中旬から半月毎に，液肥による追布 2.01

肥を 3""""4回実施することになっているが， ま
ど1.51-

現実には作業がわずらわしくて実施されていな

ないことが多いo ~ 1.01-
2. 促成栽培におけるロンゲの利用 ) 

燐硝安加里を特殊樹脂で被覆したロング

は，土壌水分の存在によって内部の肥料成分

が溶出してくる特性からみて，液肥栽培と同

様な効果が期待できるのではないかと考え，

品種「芳玉」について検討してみた。ポット

苗を使用し，供試したロングは 100日夕イプ 2.51-

とω 日タイプ(いずれも14-12-ω で，ス謀

ターターとして燐硝安加里1号(15-10-12) 争2.01-
守、

を20%および40%加用し， aあたり窒素施用り
収.1.5 

量を 2.5kgとして 9月下旬に施用した。結果 量

は，第 1表と第2図に示すとおりである。1.01-

標準区として設定した有機配合 (4.5-6.5-

4) 区に比較して， 収穫開始時の生育はロン

グ100・60%区を除くロング区がすぐれ，有

意差が認められたが，スターターの燐硝安加

里の肥効によるものと思われる。とくにロン

グ140区の生育がすぐれていた。

花芽分化を早めるために育成したポット苗

を使用したので，いずれの肥料区も12月18日

""""20日には，供試株の50%以上の株で収穫が

(1983‘芳玉')肥料の種類と月別収量第 2図
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(1983‘芳玉')

第 1表 促成イチゴに対するロンゲの施用効果

'j:f/(]2，j 13111 JI":!主(30株，ht，ニリ) ，': I:H~J; ，iI 
試験 lベ

刊行軍 IJ、1主葉 ~J{ ií~ 大 1、~~ i})JIJ桟Ux 全ItflJl:Ujl

fl cm Hoj E b σ む0 

(j 般配合 10.9 21.0 a 12Jj 20 11 554 7，184 13.0 9.8 

1 B it I反 S1 10.4 22.4 ab 121J1911 5917，654 13.0 9.4 

(ロンク100 山川 I川 59日'1，707 12.9 9.0 

もOO/eー ロング140 10.3 23.6 b 121J 1811 5797，623 13.2 9.5 

121 J 1911 609 ~， 031 13.2 9.5 

80
0
u 

ロング140 10.5 22.8 b 12J J 20 H 604 8.041 13.3 9.3 

と 科 第三種郵便物認可 (3) 
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寸一

ポット育苗の所期の目的が達成できれば，省力的で経費

の節減にもなる。ポット育苗における肥培調節法を改善

するために，肥料の種類とポット育苗効果について試験

した結果が，第 2表に示すとおりである。

品種は‘芳玉'で，供試した肥料はロング40(試作品

14-12-14)など 5種類であるが， 7月20日に 3.5号鉢に

鉢上げして活着後， 1鉢あたり窒素成分で 150mgになる

ように施用した。花芽調査 (9月15日〉における育苗用

土中のN03-N濃度は，各肥料とも低下しポット育苗の

特徴が認められたが， とくに 1B燐加安(15-15-15) と

{{ 志 1'1: y ns 本 ns ns ns ns ロングの低下程度が大きかった。逆に， ロングでは苗の

X.収穫十仰が50%以!".I:::jiした11、y.* 5 %水準で有志若あり、アルフアべ'i卜州、生育が進み， 葉柄中N03-N濃度は最も高かった。花芽

JCr:は5%lkjjt;てい呉符サIlilに有志差あリ、 分化はロングが最も早く，葉柄中N03-N濃度との関係

始まった。収穫始期に対してもスターターの影響がみら (1982‘芳玉')

れ， ロング140・60%区が約 2日早く収穫が始まった。 第 2表 肥料の種類がポ・y 卜育苗効果に及ぼす影響

初期収量(12月末までの収量〉も同様にスターターの効

果と思われるが，ロング 100および 140の 60%区が多

収であった。 1月以降は， ロングの施用割合も多くした

80%区が多収となり， ロンク、、の肥効特性が現われてきた

ものと思われた。全期収量(12月 ~3 月末までの収量〉

はロングの 80%区が最も多収で， タイプ別ではロング

140;区がややまさっていたが， 有意な差ではなかった。

全収穫果の平均果重は13g以上で，促成イチゴの果実と

しては非常に優秀であり，屈折計示度 (Brix)も9%以

上あり，食味もすぐれていた。対照区としていれた 1B 
dl: 1:100gあた I)mg 、 b.7 ェ/ールb市町1:で ;E~L c.~、分化 0 、分化始め 1 、分化!日12 、'Ítri'

化成S1号(10-10-10)区は，初期の収穫状態はロング ~113 として指数化、 d.1211 ぶまでの~;z ~t e. 3 11>1、までの収il;

• 80%区に類似していたが，全期収量はロング・ 60%区

と同様で、，両試験区の中間的特徴を示した。標準区とし は明らかでないが，大部分の商の花芽が発育期まで進ん

ていれた有機配合区は少収で，厳寒期の栽培が長い促成 で、いた。したがって，初収穫日も標準区のキッポ青 (5

イチゴの肥料としては，必ずしも適当とはいえなかっ 6-4) と同様11月 29日と早かったが，初期収量および全

た。 期収量は標準区よりやや劣っていた。しかし，この収量

3. ポヴト育苗に対する口ンゲの利用 差は有意差ではなく，ポット育苗は液肥でなくても可能

イチゴのポット育苗は，地下部を限定された鉢の容積 性のあることを示唆するものであろう。他の肥料では，

内に収め，窒素濃度を低下させる肥培調節を容易にし， 燐硝安加里 (15-10-12)が比較的よい成績を示したが，

低温による花芽分化を助長させる育苗法である。すでに 施用法によっては障害発生が心配される。

九州地域で、は実用化されて定着しているが，関東地域で 以上のことから，ロングはポット育百の肥料として，

も徐々に増加傾向にある。神奈川県では，浄水場汚泥か 標準区のキッポ青と効果に大きな差はなく，有望といえ

ら熱加工した Yさがみ粒土'を使用したポット育苗法が る。とくに，商の生育が良好で，花芽分化や収穫期が早

開発され，土壌病害虫回避と早期多収をはかる栽培法と 進する効果が注目される。ポット育苗においては，高温

して，普及段階に入っている。 期でかん水回数が非常に多いので，ロングの特性がよく

ポット育苗の基本技術は，液肥による土壌かん注や葉 発揮されるのではなし、かと思われる。さらにタイプ別

面散布で，苗の肥培と窒素中断による花芽分化の促進で に，ロングのポット育苗に対する影響についても検討し

ある。液肥による方法は効果は確実で、あるが，施肥のた ているが，報告は別の機会にしたし、。

めの労力が多くかかったり，経費がかさむなど，改善を

要望する戸も多く聞かれる。固形の化成肥料の所定量を

育苗用土に混入しておき，育苗中はかん水をするだけで

9 )11511 J]A限状態(30材〈あたり)
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十JJ~IIW，~d 全J¥JW1，te

mg ppm 

キソホ古 2.5 60 9.4 11112911 2.022 (100) 7.216 (00) 

fi反2:; 3.1 95 10.2 2.0 11113011 1.951 (97) 7.039 (98) 

1 B'lJ¥iIJIi"!( 0.5 100 10.1 1.4 1211111 1.910 (95) 6，725 (93) 

l#ii'j'&:IJlI'j' 2.1 ~O 10.9 1.6 11' 130 11 2可061(102) 6.964 (971 

ロング 1.6 165 15.3 2.8 11112911 1，958 (97) 6‘729 (931 

li .;~，刊 ， ns n3 ns 


